
／

　界第26載幌2曙i）大正九年十二那坤臨露三種郵働認可侮月一回く一日懸行昭瓢十閏年九幽幽蘭質田圃同幽幽％九肺・八鱒囎

．．．．．．．pttv一．et－meeh

理畢樽士 山　　；本 憲
鐸

◎
曝
♂
鮮 主　幹

（第23…鶴） 第267號 昭和18年

本四　要　目

　　　口　糟：ペルセウス座の二：重の星團…・…一………・……………・…・・…③

　　　雀頭随筆：恒星時の時計など………・………・・…一一、一……山本一清281

　　　月蝕の豫報計算（3）…………・…・………………・………熊　切　一　男285

　　　今年末の火星の近接と其の物理表〔紀要86〕（1）………由本一清289

　　　観測部月報：太陽・流星……………・……………………・・………………298

　　　標準天丈用語表（19）………一・……296　昭和19年＝學暦1944年（略暦表）……294

　　　十月の天象……………・…・・…………④編輯室より……………………………300

　　　十一月の天象………………・・…・……　②　會告・公告…………………………②284L．tt

su　〈“　dyN、球面天＿㊧〉＿．一一＿＿s。旛護＼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　煽曝．切縄受

R・．”．．｝・Z7
本部・田上天文毫東亜天文學曾事務局・滋賀縣堅田



＠ 天界267

　　　　194無　　　　　十一月’の’天・象
　　　　　　　　Himmelserscheinungen　im　November，　1943．

　秋の流罪に賑はふ筈の十一月であるが，天心が翻りに好くても，月光の關

係上，槻測は殆んど望みが無い．しかし黄道光は月の初めと懲り頃には都合

好く見えるだらうし，叉，全室にわたり，みごとな遊星面の諸相や，種々の

箒星，二重星なども，望遠鏡の持ち主を喜ばせるだらう．
　太陽は天秤座を運行申で，8日には“立冬”の節となり，43日には“小雪”

となる．地球への距離は漸次近づいて來るが，勿論，薯しいものではない．

黒黒占の出現は一般的に微弱だけれど，時々は豫想外のものが見えるから，油
断はならない．T一興太陽は眞太陽の東にあって，“陽差”は4目に最大（＋16：

22）となり，其の後は減下する。

　月は，5日が上弦，12日が満月，20日が下弦であり，28日が新月で，この．

日は奮十一月朔に當り，月割60259期が始まる．

　水星は，11日に上合し，同時に降交黙を通過し，21日には遠日黙を通る．

全月を通じて，：地球からは遠く，太陽に近V・ため，若鳥は困難ある．

　金星は立派な曉の明星で，4日に昇交黙を通過し，16日には太陽より西方

へ47。の極大離角となる．掌りに中る過ぎて，黄道光の観測を妨げるだらう，

飛行機と見誤らないやう，注意すべきである．光度は初め一4．2，それから漸減．

　火難は牛座にあって，前月末から逆行を始め，覗直径は16”を，光度は

一1mを越え，愈々槻測の最好期に入る．毎夜，21時頃から，夜明けまで，北

白球上の我が日本の頭上にあつで，與味は審きなV・．28日は地球へ最近距離

である．

　木星も亦槻測の好期である．毎日夜年以後の東天に，金星と其の光輝を競

ぴ，頑直脛は35”内外，11ケの大小衛星のうち，4っは小望遠鏡でも見える・

　土星も牛座にあって，火星や木星と共に，曉の高い室を飾り，その誇らし

V・輪の美形は，100倍以上の望遠鏡者を轍写せしめる．光度は0等，親直径は
18．”5．

　天王星も亦同じ牛座で，力星の南：方1。ばかりを逆行中．肉眼には見出しに

くV・けれど，吾等の“年鑑”（天界259號）の第20頁にある圖を頼りとすれば，

双眼鏡や小さい望遠鏡によって容易に見つけられる．光度5．9，覗直脛4”弱

　海王星は金星と前後して東天に現はれ，その位置は“年鑑”第22頁の圖を

頼りとして見つけ得るが，之は7糎口径の望遠鏡を必要とする．

　冥ヨ三星は11日に駐留．世界一の望遠鏡を要す．

　新彗星や新星の出現を見落さぬやう，毎夜全天を捜索すること．

　　（18－7－31糸留切）

【入會者】

　西村爾美（神戸）
　沖　房之助（堺）
×横井　俊雄（京都）
×ZF仙芳雄（：大連）

　　　會員に則する報告〔．印は観測部へ6A部〕

阿波根思料（高談）　王　鐘　遠（中華）　岡田　　智（西宮）
x高木　嘉雄（東京）　×北村　得夫（東京）　柴垣　　健（東京）
小田島　晟（札幌）　　申野　仁士（東京）　秋山　　潔（川崎）

×石井共李（西宮）　高木　四郎（濱松）　櫻井芳裕（東京）

注意：御移韓の節には直ちに（前佳所をも並記して）御通知下さい1観測部の方は其
　　　旨附記して下さい．　　　　　　　　　　　　　　〔東亜天丈學會；事務局〕
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ベルセウス座の＝重の星團

　（ヤ1キ1ス天丈窒にて撮影）

　秋十月の夜孚に北天に高く中する此の星圖は，ペルセウス座とカシオ

ペヤ座との境界線上に謬り，月光の無い夜室には肉眼にも明らかに見え

るもので，北緯56。，赤経2h10mの邊に輝やく恒星の2群であるが，吾々

よりの距離は8200光年で，銀河の一部をなしてみる．

　三って右（西方）の星團は“h”と呼ばれ，N．G．C．869，叉，向って左

（東方）のものは“κ”と呼ばれ，NG．C．884といふ風に，ドライヤの目

録に記載されてるる．二つの星團の間隔は約30’である．
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　　　　　1943年　 十月の天象
　　　　　　　　　Himmelserscheinungen　im　Oktober，　1943．

　この十月は，珍しい蕊ての遊星が早曉の粟天へ移って了って，ために，日波
後の西天は實に淋しい．星座も亦この季節は輝かしいものが無い．一まつ
水星は九月末に下合して，十一一一月11日に上合する．その途中で，十月11日に
太陽より西：方へ18。といふ極大離角を現はすから）・朝早く起きて之を襯るに

は最も馬蝿な時期である．黄道と地李線との傾斜關係も，北孚球に於いては
非常に良V・．（その反封に，南牟球では不便であるが）

　金星は最も美々しい曉の明星ぶりを獲揮し，一4級の光輝で，東天を墜して
みる．特に十月13日前後は極大光輝に當るから，白書にも肉眼で見える筈．
　火墨は牛座の東部を順行中．但し，運動は漸次緩やかになって，月末には
停留する．それと同時に，暫し土星に近づいて，この赤い星と，土星の青白
い光とが高い東天に並列する様は，肉眼に面白く，又，望遠鏡裡に於いても
興味をそNるだらう．覗直維は12”を越え，専門槻測が始まる．
　木塁は獅子座を順行中，太陽の光芒中から漸く抜け出でたばかりで，高度
は未だ低いけれど，光度は大きいから，金星と共に塞を賑はすだらう．但し，
望遠鏡で衛星等を見るのには，まだ低くて，像は良くなからう．
　土塁は牛座にあって，初めは順行し，10日に停留となって，その後は逆行
に移る．望遠鏡による眺めは頗る良い．チタン始め，幾つかの衛星も見える
だらう．

　天王星も牛座で，εとんとの間を逆行中．光度は6。0であるから，双眼鏡
で見える．

　海王星も秋分黒占附近にあって，曉の星だけれど，太陽と會合直後なので，

四望には適しない．冥王星は，蟹座にあるが，最大級の望遠鏡で見えるのみ．
　月は7日に上弦，13日に山月，21日に下弦，29日に新月である．これがた
め，折角のオリオン座流星群の観測は月光に妨げられるだらう．
　太陽は乙女座を南下中．9日は“塞露”，24日は“霧降”の季節である．
　黄蓮光は，一年中の今が最も良い見頃であって，牛若の東邊を賑はす．
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